
10月15日、掛川市役所で新「掛川市」の

市章デザイン募集に寄せられた作品の第１

次選考を行う、第２回市章候補選定委員会

（委員長・小松正明掛川市助役、委員12名）

を開催しました。

新市を象徴する市章の応募には、全国各

地から972人、1,488点が寄せられました。内

訳としては１市２町が260人、415点、それ以

外の県内が128人、183点、県外が583人、889

点、その他不明が１人、１点でした。また、

年代も10才未満から、90代までと幅広く、一番多かったのは50代の192人、309点でした。

１市２町の助役、議員、学識経験者からなる選定委員会の委員も、数多い優秀な作品を前に選定

に頭を悩ませましたが、最終的に87点に絞り込まれました。

なお、委員会では、11月中に第２次選考、第３次選考を行い５作品を選出し、来年１月に住民ア

ンケートを行う予定です。また、市章の決定については新市の市長が就任後に、住民アンケートを

参考にして行う予定です。

第１次選考結果について


